
 
 

 

 

 

 

 

 

10 月４日に開催された研修会の内容から、要点をまとめさせていただきました。 

鳥インフルエンザシーズンに向けて、再度飼養衛生管理基準の徹底をお願いします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

異常鶏を発見したら、伊那家畜保健衛生所（☎0265-72-2782）へ連絡してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

(農研機構 動物衛生研究部門 ウイルス・疫学研究領域 疫学ユニット 清水友美子先生) 

 

 

・台湾は 2017 年以降、毎月発生している。 ・韓国は昨シーズンの発生はない。 
 

 

 

・農場 ： 衛生管理区域の設定、出入り時の衛生管理の徹底 

・鶏舎 ： 出入り時の衛生管理の徹底、金網等の保守管理の徹底 

・水辺に近い鶏舎はより一層の注意が必要 

 

 

・韓国での発生から１か月後に日本で発生するというパターンが繰り返されている 
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高病原性鳥インフルエンザの発生状況と疫学調査を通じた発生予防のポイント 

肉養鶏農場での野生動物対策の一事例 

令和元年度長野県養鶏生産者研修会が開催されました（研修会内容から） 

アジアの家きんにおける発生状況 

発生予防のポイント 

過去の流行パターン 

（佐久家畜保健衛生所  多田郷士 主査） 

 

・雛の尻つつきが激しく、商品にならない⇒「農場に獣が出るのが一因か」との指摘 
 

 

・トレイルカメラを設置し定点観測したところ、ネコ、タヌキ、キツネの侵入を確認 

 

 

・写真をもとに、敷地全体を電気柵で囲ったところ、それ以降の侵入なし 

 

 

きっかけ 

調査・結果 

対策・効果 

養鶏生産におけるアニマルウェルフェアについて 

（公益社団法人畜産技術協会 技術普及部 八木淳公先生） 

・「アニマルウェルフェア」とは、「動物に良い生活を」   

・現場での実践 ① 家きんにとって快適な温度を保つ     

② 良質な飼料や水の給与  ③ 飼養スペースの適切な管理・設定 


